
 

 

 

言葉の力「思いを言葉にして口にすると･･･」   校長 木村 博 

６月は、運動部活動の下越地区大会がありました。特に３年生

の大会前の表情や練習に臨む姿は、３年間の思いをぶつけようと

する気力に満ちたものでした。結果は、残念ながらどの部も県大

会への切符をつかみ取ることはできませんでした。入学してから

ずっと、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、常に何らかの

制限がある中での部活動でした。私たち大人も誰も経験のないこ

とです。練習したくても、その環境が思い通りにいかない辛さは、

どこにもぶつけられないジレンマだったことでしょう。だから結

果ではなく、この３年間のすべてに対して「よく頑張ったね。」と声をかけるようにしてきました。

そして大会前の全校朝会では、少しでも思いが叶う力になれればと、次のようなことを話しました。 

 

生徒総会の部活動の大会目標では、どの部も勝利に関する目標を掲げていました。やはり勝ちた

いと思うのは当然だし、その目標をぜひ達成して欲しいと思います。もう大会まで 10日を切りま

した。日々の積み重ねだけではなく、できるだけ即効性のある方法で目標を達成したいですね。ひ

とつ方法を話します。それは、「言葉の力を使う」ことです。言葉は大きな力を持っています。 

目標が叶う、という字は口に＋と書きます。思いを言葉にして口に出すといいことが起こります。

だから、自分はこうしたい、これをがんばりたい、試合に勝ちたい… 本当に願っていることを口

に出したほうがいいのです。周りにいる人には、真剣に努力している人、頑張ろうとしている人っ

てすぐ分かるし、気持ちも伝わります。そしてその人を応援したくなります。今、大会に向けて思

っている言葉を口に出してみてください。仲間に伝えてみてください。「今さらそんな」と思う人も

いるかもしれませんが、日頃そういうことを言わない人が言うと、かえってインパクトがあります。

そして、言葉は「こだま」します。あいつがそうなら俺も…と連鎖が起こってチームが変わるかも

しれない。みんながまとまるかもしれない。一人で 100 変えるのは無理でも、一人一人が 1 つず

つ変わればチームとして大きな変化が生まれます。さらに、自分が話す言葉は自分も聞いています。

何回も口にすると自分自身を変えていくことにもつながります。間違っても逆のことを起こしては

いけません。「どうせ無理」「「運が悪い」「今からじゃ遅い」。もしそんな言葉が力を持ってしまった

ら・・・。 

 

以前聞いたことがある話を、私なりにアレンジして伝えたものです。生徒の皆さんに常に、夢や

希望、目標を持とう、と話をしています。それを実現するためのアイデアもたくさん伝えようと考

えています。今回の話は、部活動に限った話ではありません。これからの人生において、自分が頑

張ろうとしたときに、多くの場面で通用することですし、私自身も実践してきました。そして、こ

れが素直に口にできるなら、困ったことや悩みも口にできるのではないか･･･

と考えてきました。私たちは、どんなことを考えるにも言葉を使います。思い

を伝えるにも言葉を使います。言葉は私たちの思考や人間関係をも作っていま

す。それほど言葉の力は大きいと思います。「夢や希望、そしてそれに向かう気

持ちを口にする」。もし誰か一人でも、その方法で夢への道が開けるなら、それ

ほどうれしいことはありません。 
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下越地区各種大会、陸上競技大会が行われました。大会に先

だって行われた激励会では、これまで頑張ってきた各部の健闘

を祈り、全校で、エールや応援歌に思いを込めて選手を送り出

しました。また、1,2 年生からは、サプライズで各部の３年生

へのメッセージも送られました。

全校の思いがひとつになったシ

ーンでした。 

それぞれの試合では、仲間を信じ合い、励まし合い、これまでの思

いをぶつけた素晴らしい試合をしてくれました。点数をとられても諦

めない、そんな姿が随所に見られました。善戦及ばずどの部も敗退と

なりましたが、「岩中健児」のたくましい姿を見せてくれました。 

 

【結果】野球：vs黒川中 1－8（５回コールド）で敗退  ※岩船中は山北中と合同チーム 

    バスケットボール：vs安田中  116－22で勝利（２日目に進出） 

             vs佐和田中 42－62 で敗退 

    バレーボール：vs阿賀津川中 0－2で敗戦、vs豊浦中 1－2で敗戦（予選リーグ敗退） 

    ソフトテニス個人：姫路・相田ペア  

vs村上一中ペア 4－0で勝利 

vs関川中ペア  2－4で敗戦 

※予選リーグ２位でトーナメントへ 

Vs関川中ペア  0－4で敗退 

     陸上競技：伊藤心暖 共通女子 100M 予選敗退 

 

 ３年生は、中学校での部活動の区切りを迎え、どんな思いでしょうか。今はまだ、自分にどんな

力がついたか、はっきりと実感できていないかもしれません。しかし、流した汗や取り組んだ時間

は決して無駄ではなく、必ずこの先に生きてくる力を皆さんに与えてくれています。それを実感す

るときが、この先必ずあります。皆さん、本当によく頑張った。どうか前を向いて、次の目標を定

めて進んで欲しいと思います。 

 次は吹奏楽部が、7 月 23 日(土)に行われる下越地区吹奏楽コンクール(新潟テルサ)に出場しま

す。気持ちをひとつにした素晴らしい演奏を期待しています。 

 

 

 

 

岩船小学校と合同で朝のあいさつ運動を行いました。これは、小中連携の取組の一つで、春と秋

の２回実施します。中学生は、登校時刻に合わせて、「小学校正門前」「小学校裏門前」「岩船連絡所

前」「中学校玄関前」の４カ所であいさつ運動を行いました。生

徒会の委員会ごとに分担を決めて１カ所４～５人で小学生や地

域の皆さん、そして中学生同士であいさつを交わします。生徒会

の３本柱「いつでもしっかり挨拶できる岩中」を示す機会でもあ

りました。「中学生のあいさつがどんどん良くなっているね」「小

学生の見本になるあいさつだね」「中学生からあいさつをしてく

れるので、気持ちがいい」。これは、これは、小学校の先生や地

域の皆さんからの感想です。 

下越地区各種大会（6/10，24）・陸上競技大会（6/15） 

小中合同「あいさつ運動」でさわやかに！（5/31～6/6） 



                ６/２１(月)に行われた岩船小中学校の第１回学校運営協議会で

も、このあいさつ運動が話題になりました。どうしたら「あいさ

つの飛び交う岩船」になるか、を熟議のテーマに話し合われまし

た。この場でも、「中学生のあいさつは春から良くなっている」と

お褒めの意見が多く出されました。秋には、中学生からも働きか

けて、地域全体でのあいさつ運動で地域貢献もできたら素晴らし

いと思います。 

 

 

 

 「さわやかＳＤ（ｽｸｰﾙﾃﾞｲｽﾞ）」とは、生徒会の各委員会がＳＤＧｓと関連させながら、校内で

自分たちにできる事を企画し、みんなが過ごしやすい学校づくりを進めようと取り組んでいる活

動です。各委員会の活動は、次の通りです。 

生徒会本部：【あいさつハイ(グー)タッチ～！】 

関連ＳＤＧｓ番号「３すべての人に健康と福祉を」 

体育委員会：【Morning clean】 

関連ＳＤＧｓ番号「15陸の豊かさも守ろう」 

福祉環境委員会：【キレイキレイ週間】 

関連ＳＤＧｓ番号「３すべての人に健康と福祉を」「15 陸の豊かさも守ろう」 

図書委員会：【放送での本のＰＲ】 

       関連ＳＤＧｓ番号「４質の高い教育をみんなに」 

広報委員会：【happy morning WEEK！】 

       関連ＳＤＧｓ番号「４質の高い教育をみんなに」 

保健委員会：【みんなで食べようエイエイオー週間】 

       関連ＳＤＧｓ番号は「２飢餓をゼロに」 

応援委員会：【水曜ぞうきんがけ】【何度でもあいさつ】 

       関連ＳＤＧｓ番号「17 パートナーシップで目標を達成しよう」。 

各委員会が自分たちにできることを主体的に考え、委員各自が責任を持ってやり遂げていまし

た。素晴らしい取組だと思います。そして、これからの社会は、ＳＤＧｓの考え方が大きく反映

されていくと考えられます。中学生のうちから、その意識を持って取組を進めていくことは貴重

なことだと思います。皆さんの活動を見ているだけで、さわやかな風が校内を吹き抜けているよ

うな素敵な気持ちになりました。 

 

 

 

避難訓練では、村上消防署神林分署の消防隊員の皆様から、薬物乱用防止教室では、新潟県警察

本部の新潟少年サポートセンターの方を講師に迎えて実施しました。どちらも自分の身を守るため

に必要な学びだと思います。 

そして、その行動が仲間や家 

族、周りの人をも守ることに 

つながっています。今回学ん 

だことをもとに、自分を大切 

に、安心・安全な生活を送っ 

て欲しいと思います。 

生徒会活動も活発に「さわやかＳＤ」（5/23～27） 

自分の身を守るために！「避難訓練」（5/24）「薬物乱用防止教室」（6/1） 



 下越地区９校の高校の先生をお招きして、３学年ＰＴＡ主催の高校説明会を行いました。開会の

あいさつの中で、中学校卒業後の進路は「実現」するために、まずは「選択」する必要があるとい

う話をしました。今回は、その進路選択にとって貴重な機会となったと思います。高校だけで考え

ても、県内だけでなく、広く全国どこの高校へも進学は可能です。実は選択肢としては数え切れな

いほどの高校があります。しかし、選んで合格を勝ち取って、最終的に進学するのはその中の１校

です。その１校を選択するための貴重な情報は、今回の高校説明会や今後行われる体験入学などで

得ることができます。実際に話を聞く、実際に行ってみる、実際に体験してみる。そこで得られる

学校として目指していることやカリキュラム、取得できる資格、部活動のこと、学費のこと、高校

卒業後の進路、学校の雰囲気や生徒の様子･･･。知りたいことや知っておいた方がいいことはたく

さんあります。どうか、自分にとって最良の選択になるように情報を集め、判断材料にして欲しい

と思います。今回の３年生の真剣なまなざしは、良

い選択に向けた大事な一歩だったと思います。そし

て、もう選択する高校を絞り込めている人、迷って

いる人、様々だとは思いますが、時間は過ぎていき

ます。進路実現のための日々の取組はきちんと行い

ながら、一人一人が選択と実現に向けて歩みを進め

て欲しいと思います。貴重な機会を企画・運営いた

だきました３学年ＰＴＡの皆様、ありがとうござい

ました。 

 

この時期、職員玄関脇の「あじさい」が、素晴らしい花を咲かせていま

す。あじさいの花は、一つ一つの小さな花が集まって、大輪のようにな

って見応えがあります。見る度に、学級のことや学校のことを思い浮

かべます。一つ一つの花が咲かなければ大輪にはなりません。一人一

人がしっかり花を咲かせられるように、これからも応援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１(金) 全校朝会、１学年ＰＴＡ行事（5,6限） 

４(月)～６(水) テストウィーク 

４(月) １年交通安全教室（５限）部活なし      

５(火) 預り金引落日、部活なし 

６(水) ５時間授業、部活なし 

７(木) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務（ＡＭ） 

８(金) メディア講演会（5,6限） 

12(火) ２学年ＰＴＡ行事(5,6限) 

13(水) ５時間授業、部活なし 

14(木) 生徒会専門委員会(放課後) 

７月の主な予定 

ホームページやブログはもうご覧になりましたか？ 
生徒の頑張りや学校の様子を多くの人に発信しようと、ホームページ（学校だよりも掲載していま
す）やブログを始めました。下のアドレスでホームページを開いてみてください。画面右上に「学
校活動ブログ」がありますので、クリックして、ブログもぜひご覧ください。「岩船中学校活動ブ
ログ」などで検索しても見られると思います。    http://iwafune-j.murakami.ed.jp/ 

「高校説明会」3 年生の真剣なまなざし！（6/20） 

15(金) ３年就職ガイダンス(5,6限) 

19(火) 下越地区吹奏楽コンクール激励会(放課後) 

20(水) ５時間授業、部活なし 

22(金) 体育祭結団式(４限)、大清掃、 

終業式(５限)、部活なし 

23(土) 下越地区吹奏楽コンクール(新潟テルサ) 

25(月)～27(水) 期末保護者面談 

26(火)～28(木) ２年キャリアスタートウィーク 

 

http://iwafune-j.murakami.ed.jp/

